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Pochoirs jatJonais : Motifs décoratifs tirés des tJochoirs jatJonais 

本書Pochoirs japo nais:Mo tifs déco ratifs 

ti rés desρochoirs jaρo nais(日本の型紙:日本

の型紙による装飾モチーフ集)は、パリの室内装飾

家・建築家テオドールランベール(Théodore

Lambert、1857 -没年不詳〉の序文と日本の染型

紙120点の複製を掲載したフォリオ判50枚による

ポートフォリオである。パ�のCH.マνサンより1909

年頃出版された。

掲載された型紙の多くはパリ装飾蔓術館所蔵、

ほかに画家ウジエーヌ・グラッセや宝飾師アン�.ヴエ

ヴ工-)レなど極東美術の愛好家たちのコレクショ

ンも含まれている。

型紙とは、江戸小紋や浴衣などの生地に柄や文

様を染める工程で用いられる道具である。柿渋で

加工した和紙に、花鳥風月や言葉遊びなど多彩な

文様を独特の彫刻刀で彫りぬく。彫刻技法には、量
つ宮

彫り、突彫り、縞彫り、道具彫りの4種類があり、より

文化ファッション研究機構教授高木 陽子

の領域で深く関与したのは染めの型紙であった。

型紙は、その斬新な意匠や高度な技術力T高く評価

され、アーツ・アンド・クラフツ運動、アール・ヌーヴォ

一等の美術・工芸改革運動に大きな影響を与えた。

型紙が実際どのような経路で西洋に舶載された

かの詳細はほとんど知られていない。しかし、1884

年に英国リ)�ティ社が型紙を輸入してステンシル

装飾用に販売していたこと、1880年代後半に欧米

各地の産業博物館て大量の型紙収集が始まったこ

とから、1880年代にデザイン資料としての重要性

カ胃まったことが推定できる。

ロンドンのサウス・ケンジントン博物館〈現ヴィクト

リア&アルパート博物館〉にならって、フランスでは

産業と芸術教育のために、1864年に産業応用美

術中央連合が創設された。現在のパリ装飾美術館

に発展する組織である。19世紀末から20世紀初頭

にかけて、この装飾美術館に未整理の型紙が、日本

堅固な型にするため糸入れという補

強技法が考案された。江戸時代に、現

在の三重県鈴鹿市白子・寺家を中心に

発展し、全国の染め屋へ供給され‘明

治前期まて悟盛を極めた。つまり、型紙

とは各時代の流行を取り入れた、日本

独自のデザインカ寸高度な技術で彫り込

まれた工芸品なのである。
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江戸末期の開国をきっかけに海を渡

った日本の造形は、西洋人に驚きの目

をもって迎えられ、ジャポ二スムと呼ば

れる現象を引き起こした。印象派への

浮世絵版画のインパクトについては既

に詳しく紹介されているが、デザイン
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美術愛好家、壁紙・繊維関連の実業家から、そして

S.ピングの遺品として1500点ほど収められた。

産業と美術の資料としての型紙のデザインは、

S.ピング編の月刊誌Le Ja oo n  art ist iaue(芸術

の日本)(1888-1891)に掲載された後、アンドリ

ユ-.W.デユアーによるThe B o ok of Delight 

ful and Strange Design (1 00点の型紙図案集)

[1892Jなど各国で次々と出版された。

本書は、序文によると、「建築家、刺繍家、図案家、

金具職人、金銀細工師、教師.装飾画家、製本職人、

彫刻家」の想像力を育むために型紙のモチーフを

提供するものであった。本書に収められた図版

NO.50の下段「先の細くなった線」は画家グラッセ

カT所蔵していた型紙である。ゲラνセは宝石師ヴエ

ヴヱールのために〈櫛:ナイアード)(パリ市立プテイ・

パレ美術館所蔵)のデザイン画を制作した。この櫛

NO.50C本書より〕

の、波の単純化されたうねりの表現は、グラνセ所

蔵型紙の表現に近い。1900年のパリ万国博覧会で

展示され、評論家たちの注目を集めたこの作品は、

日本では蕨の文様であった造形が、フランスで波文

様と解釈されていく様子をしめしているのである。

ところで本書には出版年の記述力Tないにもかか

わ ら ず 、掲載型紙リス ト の下に 記載された1行

fPARIS. - L.MARETHEUX. IMPRIMEUR， 1. 

RUE CASSETTE. - 18ワ8Jを根拠に、1878年出

版と推定されてきた。しかし、この推定出版年は.序

文冒頭の記述「日本の型紙がヨ一口νパlこ輸入さ

れるようになり30年がたつjと矛盾する。西欧の産

業博物館に先駆けて、サウス・ケンジントン博物館が

型紙を収蔵したのは1879年からであり、それは西

洋世界における型紙の懇明期であったはずだ。

フランスには、わが国の納本制度に相当する制度

が存在する。フランス国立図書館の記録を

調べたところ、本書は1909年に納本されて

いた。この年は本書序文の記述にほぼ適合

することから、1909年頃を出版年とするの

が適当である。

筆者は、型紙が欧米の1900年前後のデ

ザインに与えたインパクトをここ数年共同

研究してきた。その成果を、国内外70か所

の機闘が所蔵する約400点の造形でたどる

fKA T AGAMI StyleJ展力T東京、京都、三重

を巡回中である。染色工房内の道具ゆえ、日

本人でもあまり目にすることカ冷力、った型紙

と、西洋のデザイン改革期の代表作の数々

を実際に比較してほしい。型紙が染色とい

う本来の用途を超えて、西洋各地の文脈で

自由に解釈されていた事実を理解すること

カ守きるだろう。

展覧会fKATAGAMI StyleJ: 
三菱一号館美術館 2012年4月6日-5月27日
京都国立近代美術館 7月ワ日-8月19日
三重県立美術館 8月28日-10月14日
カタログ:

馬淵明子/高木陽子/長崎巌/池田祐子監修
rKAT AGAMI StyleJ 2012年、日本経済新聞社
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